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　舟戸台北遺跡は、栃木県の南東部、芳賀郡芳賀町に位置しています。町の西側

には、遺跡の所在する宝積寺台地があり、中央には五行川が南流し五行川低地を

形成し、水と緑に恵まれた田園地帯となっています。宝積寺台地は、古来より人々

の生活に適していたと考えられ、有史以前からの遺跡が数多く所在し、多くの古

墳が造られ、大規模な集落が営まれていました。

　この度、一般国道 123 号道路拡幅工事に先立ち、路線内に所在する遺跡の取扱

いについて関係機関と協議の上、記録保存を目的とした発掘調査を行いました。

その結果、平安時代の集落遺跡であることが確認でき、地域の歴史を知る上で、

良好な資料を得ることができました。

　本報告書は、その発掘調査成果をまとめたものです。本書が県民の皆様にとっ

て郷土の歴史を理解する一助となるとともに、各方面において広く御活用いただ

ければ幸いです。

　最後になりましたが、発掘調査から報告書作成に至まで、多大なる御協力をい

ただきました栃木県県土整備部、芳賀町教育委員会をはじめとする関係機関、並

びに関係各位に対しまして、厚くお礼申し上げます。

　平成 28 年 3 月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      栃木県教育委員会

教育長　古　澤　利　通
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例　言

１．本書は、栃木県芳賀郡芳賀町西水沼地内に所在する舟戸台北遺跡の発掘調査報告書である。遺跡の概要につい

ては、年報等で一部公表されるが、本書をもって正報告とする。

２．発掘調査は、快適で安全な道づくり事業費（補助）一般国道 123 号水橋西工区に伴う記録保存調査である。

３．発掘調査は、栃木県県土整備部の委託事業として、栃木県教育委員会事務局文化財課の指導のもとに、公益財

団法人とちぎ未来づくり財団埋蔵文化財センターが実施した。

４．発掘調査から整理作業および報告書作成までの担当は次のとおりである。

　　【発掘調査】

　　　平成 27 年 6 月 22 日～ 9 月 30 日

　　　　公益財団法人とちぎ未来づくり団埋蔵文化財センター

　　　　　整理課　副主幹　植木茂雄

　　　　　調査課　嘱託調査員　大木丈夫

　　【整理作業・報告書作成作業】

　　　平成 28 年 2 月 1 日～平成 28 年 3 月 30 日

　　　　公益財団法人とちぎ未来づくり財団埋蔵文化財センター

　　　　　整理課　副主幹　植木茂雄

５．本書の執筆・編集は植木が担当し、副所長初山孝行が校閲した。

６．再委託のうち、重機による表土除去作業は株式会社戸祭建設に委託した。また、基準点測量・基準杭の打設は

中央航業株式会社に委託した。

７．写真撮影は、発掘調査における遺構：植木、大木、遺物：植木）が行った。

８．発掘調査の実施ならびに報告書の作成にあたっては、次の機関からご指導、ご協力を賜った。

　 栃木県県土整備部、真岡土木事務所、芳賀町教育委員会、（順不同）

９．発掘調査参加者は、次のとおりである。

　　松本　一夫、冨田　義弘、亀田　一六、鈴木　和二、森　秀昭、皆川　まさ子、皆川　典男、大登　曻、

　　宇塚　悦美（五十音順）

10．整理作業・報告書作成作業参加者は、次のとおりである。

　　佐久間　京子、武田　智子、前田　洋美（五十音順）

12．本遺跡の出土遺物・資料類は、公益財団法人とちぎ未来づくり財団埋蔵文化財センターで保管している。
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凡　　例

１．遺跡の略号は、舟戸台北遺跡：HG-FN（HAGA-FUNATODAIKITA）である。

２．遺構略号は、発掘調査時は S- ○○の通し番号で管理していた。しかし、整理・報告書作成の段階で番号は基本

的に同じとしたが、遺構の種類によって以下のように表記した。

　　　SI（竪穴住居跡）、SD（溝跡）、SK（土坑）、P（小ピット）

３．遺構実測図の縮尺は、実測図中にスケールで示した。原則として、遺構配置図 1/400、竪穴住居跡遺構実測図

及び断面図は 1/60、溝・土坑・小ピットは 1/80 で表記した。

４．遺構平面図中の方位は、世界測地系（日本測地系 2000・Japanese Geodetic Datum 2000）平面直角座標系第Ⅸ

系に基づいている。断面中の水準は、東京湾平均海面からの標高である。

５．土層説明の記載は、発掘調査時の観察に準拠している。

　　混入物の含有量については、多量、多く、やや多く、やや少なく、少なく、少量、微量に、しまり及び粘性に

ついては、強い、やや強い、弱い、無いに分け記載した。

６．遺物実測図の縮尺は、原則として 1/4 としている。

７．出土遺物観察表及び遺構計測地の（　）は推定値、［　］は残存値を表す。

８．遺物の色調は、農林水産省農林水産技術会議事務局監修・財団法人日本色研究所色票監査『新版　標準土色帳

1996 年版』を参考とした。

９．写真図版の遺物の縮尺は基本的に不統一であるが、1/4 に近づけてある。
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第 1図　舟戸台北遺跡位置図

第 1 章　調査の経緯
第１節　調査に至る経緯

舟戸台北遺跡の所在する芳賀町には、栃木県宇都宮市平松町交差点を起点とし、茨城県水戸市袴塚 3丁目

交差点を終点とする一般国道 123 号が東西に走っている。国道 123 号は、起点の平松町交差点から約 9㎞の

宇都宮市氷室町までは 4車線になっており、そのほかの区間も整備状況は良い。しかし、朝夕の通勤時間帯

には多くの車が利用し、宇都宮市と水戸市を結ぶ幹線道路として、大型車の通行も多いことから、歩道が狭

く危険な箇所が存在するのが現状である。

栃木県県土整備部では、このような危険箇所を解消するため、国道 123 号（水橋バイパス）の道路改良工

事を計画した。平成 15 年 11 月 27 日に栃木県教育委員会事務局文化財課で所在調査を実施し、舟戸台北遺跡

については、慎重工事対応、舟戸西遺跡については再度協議で調整を行った。その後、舟戸西遺跡の該当す

る地区について再度協議をかさね、平成 26 年 8 月 27 日に確認調査を実施し、遺構が存在することが明らか

になったが、平成 26 年度の工事箇所部分については工事範囲が狭少なため、工事立ち会いで対応した。平

成 27 年度以降の工事範囲については発掘調査を実施する可能性も含めて調整を行ってきた。このうち工事立

ち会いについて調査を実施し、併せて次年度部分の遺構の有無についても確認調査を実施した。調査の結果、

竪穴住居跡 2軒、土坑 4基、ピット 1基を検出したことから、当該一帯が古代の集落跡であることが確認で

栃木県

芳賀町

舟戸台北遺跡

宇都宮市

第１節　調査に至る経過

0(} 
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舟戸台北遺跡

第 2図　遺跡の位置

きた。これらの成果を考慮して、平成 27 年度の工事範囲については、遺跡の存在が想定されるため、遺跡の

取り扱いについて再度協議を行い、発掘調査を実施することとなった。

発掘調査は平成 27 年度に実施した。平成 27 年 4 月 1 日付け文財号外で、栃木県教育委員会事務局文化財

課長から公益財団法人とちぎ未来づくり財団理事長あて、「平成 27 年度県土整備部事業に伴う埋蔵文化財発

掘調査（舟戸台北遺跡）の費用見積について」の依頼があり、同日付けで公益財団法人とちぎ未来づくり財

団では、見積書（見積金額・積算説明書）を栃木県知事あて回答した。

その後、「平成27年度県土整備部事業に伴う埋蔵文化財発掘調査（舟戸台北遺跡）の委託契約の締結について」

の依頼があり、平成 27 年 4 月 1 日付けで、「埋蔵文化財発掘調査業務委託契約書」が、栃木県知事と公益財

団法人とちぎ未来づくり財団理事長との間で取り交わされた。主な内容は、委託業務名：舟戸台北遺跡発掘

調査（快適で安全な道づくり事業費（補助）一般国道 123 号水橋西工区に伴う発掘調査）、委託業務地：芳賀

町西水沼地内、委託する業務の内容：発掘調査（調査面積 4,132 ㎡）、委託期間：契約締結日（平成 27 年 4 月

1 日～平成 28 年 3 月 30 日、委託料：26,086,000 円（うち消費税及び地方消費税 1,932,296 円）である。

発掘調査終了後、年度内に整理・報告書作成を実施することとして変更契約を締結した。平成 27 年 9 月 15

日付け文財号外で栃木県教育委員会事務局文化財課課長から公益財団法人とちぎ未来づくり財団理事長あて、

「平成 27 年度県土整備部事業に伴う埋蔵文化財発掘調査（舟戸台北遺跡）の変更契約に伴う費用見積について」

の費用見積についての依頼があり、同日付けとち埋文第号で見積書（見積金額・積算説明書）を栃木県知事

あて回答した。そして、平成 27 年 9 月 24 日付け文財号外で、「平成 27 年度県土整備部事業に伴う埋蔵文化

財発掘調査（舟戸台北遺跡）の変更契約の締結について」の依頼があり、平成 27 年 9 月 24 日付けとち埋文

第号で回答を行い、「埋蔵文化財発掘調査業務委託契約書の変更契約書」が栃木県知事と公益財団法人とちぎ

第１章　調査の経緯
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第 3図　発掘調査箇所・立ち会い調査箇所

未来づくり財団理事長との間で取り交わされた。主な内容は、委託業務名：舟戸台北遺跡発掘調査（快適で

安全な道づくり事業費（補助）一般国道 123 号水橋西工区に伴う発掘調査）、委託業務地：下野市紫 474（埋

蔵文化財センター）、委託する業務の内容：整理・報告書作成作業（調査面積 145 ㎡）、委託期間：契約締結

日（平成 27 年 4 月 1 日～平成 28 年 3 月 30 日、委託料：金 22,686,000 円（うち消費税及び地方消費税額 1,680,444

円）である。

第２節　発掘調査の方法と経過

舟戸台北遺跡の発掘調査地は、道路の拡幅に伴い細長い範囲のため、北東から1区～4区に分けて調査を行っ

た。調査にあたっては、測量のための杭を 10m間隔を基準になるように設定した。

発掘調査は、平成 27 年 6 月後半から 9月下旬にかけて実施した。調査にあたり、現況の確認や事前協議、

関係機関との調整、作業員の募集などを行いながら、プレハブの設置等の準備を進めていった。先に述べた

ように、細長い調査区のため、プレハブの設置場所や廃土置き場の確保が難しかったが、調査区西側の民有

地を借地することにより場所を確保し、プレハブを設置し、廃土置き場については、バイパスの別の工事区

内で使用するために搬出することができ、発掘作業に先立ち、廃土の運搬を行った。また、国道に近接した

調査のため、道路と調査区の間にバリケードを設置して、安全に作業ができるようにした。

発掘調査は、重機による表土除去等の掘削で遺構の確認作業を実施し、表土除去作業の終了後、作業員に

よる発掘調査を 1区・2区・3区・4区の順番で実施した。

調査終了後は、機材の撤収、プレハブの撤去を行い、現地調査による一連の作業を終了した。

整理作業は、平成 28 年 2 月から埋蔵文化財センターで実施した。出土遺物は水洗作業、注記作業を行い、

その後に接合作業、復元作業を行った後に、実測作業と必要に応じて拓本も採り、遺物図版を作成した。また、

実測などの作業と併せて、写真の撮影も行い写真の図版も作成した。遺構の図面についても各遺構の平面図、

遺構配置図や全体図の図版を作成した。

上記の図版作成と併せて遺構・遺物の原稿等を執筆し、それを割り付けて校正をした後、平成 28 年 3 月刊

行の報告書をもって、舟戸台北遺跡発掘調査（快適で安全な道づくり事業費（補助）一般国道 123 号水橋西

工区に伴う発掘調査）の発掘調査は終了した。

第２節　発掘調査の方法と経過

バ＼ ／ 
¥
 

X
 



－ 4－

第 4図　遺跡の位置と地形図
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第１節　地理的環境

第 2 章　遺跡の環境

第 1節　地理的環境

遺跡の立地　舟戸台北遺跡は栃木県の南東部、芳賀町と宇都宮市の境界に近く、県都である宇都宮市街中

心部から東へ約 14 ㎞、芳賀町の中心部から南西に約 5㎞の芳賀町西水沼に所在する。東へ約 2.4 ㎞には五行

川、西へ約 5㎞には鬼怒川がそれぞれ南流する。遺跡は宝積寺台地上に位置し、東側には田園地帯が広がり、

遺跡の発掘調査前の状況は宅地と畑地であった。発掘調査は国道 123 号の拡幅工事に伴うため、道路に沿っ

て調査を行った。

地形の分類　栃木県は関東地方の北部に位置し、東と南を茨城県、西を群馬県、北を福島県と境を接して

いる。栃木県の地形を大きく見ると、基本的には東西に山地が存在し、中央には南に向かって緩やかに傾斜

する平地がのびている。東部山地は「八溝山地」と呼ばれ、分水嶺が茨城県との境になっている。北から八

溝山塊・鷲子山塊・鶏足山塊に大別され、主峰の八溝山は標高 1,022m であるが、他は概ね 500m以下の山々

である。これに対し西部山地は峻険で、特に北半分の「下野山地」には、北から那須岳（標高 1,915m）、高原

山（標高 1,795m）、帝釈山（標高 2,060m）、白根山（標高 2,578m）、男体山（標高 2,484m）など、関東地方で

も有数の高山が峰を連ねている。南半分の「足尾山地」は、南方に向けて高さを減じ、関東平野へと連なっ

ている。中央平地は、関東平野の北の縁に相当する。北端には、那須岳の裾野である「那須野ヶ原」が広がり、

その南に横たわる「喜連川丘陵」を経て南方に向かって緩やかに傾斜している。このため、「喜連川丘陵」以

南では、「鬼怒川」をはじめ「五行川」、「小貝川」などの河川が南流し、平野部は幾つかの南北に細長い台地、

微高地に分断されている。舟戸台北遺跡は、これらの台地の一つである「宝積寺台地」の東縁に位置している。

「宝積寺台地」は西側を流れる鬼怒川、東側を南流する五行川およびその支流である野元川によって挟まれて

おり、北端は高根沢町宝積寺、南端は茨城県筑西市にまで達している。台地の周辺は崖となっている部分が

多い。遺跡の立地する標高は 110m前後で、東側の野元川流域の水田面との比高差は約 20m前後である。こ

の台地は砂礫層の上に「宝積寺ローム」等が厚く堆積したもので、県内でも最古の段丘面とされる。台地上

には平坦面がよく残っているが、ほぼ南北方向の細長い浸食谷も幾筋かみられ、当遺跡の北側にも谷が入り

込んでいる。

遺跡周辺の地質　当遺跡の地質を見ると、まず、現在の表土である耕作土等の直下にローム漸移層がみられ、

七本桜軽石・今市軽石の粒子（ともに男体山の火山活動末期の噴出物で、県中央から、県東部にかけて分布

が見られる。1万 2,000 年から 1万 2,300 年前）がわずかに含まれている。これらの軽石は、北に約 3.5 ㎞の芳

賀町免の内台遺跡では 20 ～ 30 ㎝前後の層として堆積が見られ、さらに免の内台遺跡の北北東約 9㎞に所在

する高根沢町砂部遺跡では、七本桜軽石層約 15 ㎝、今市軽石層約 80 ㎝の堆積が認められた。しかし、当遺

跡ではわずかに見られる程度であった。このことから、七本桜軽石・今市軽石は、高根沢町周辺では厚く堆

積し、免の内台遺跡の所在する芳賀町芳賀台地域から当遺跡の所在する芳賀町西水沼に至るまでに純層とし

ての降積が無くなる事が確認できた。

漸移層の下層は黄褐色のローム層となり、地表面から約 1.3mで「暗色帯」になり、「暗色帯」は約 0.3m堆積し、

その下約 0.4m程度のローム層を経て鹿沼軽石層へと続く。（図版六　基本土層参照）
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第 5図　周辺の遺跡
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第 1表　周辺の遺跡一覧

参考文献　

栃木県史編さん委員会 1976『栃木県史』資料編・考古一

栃木県 1988『土地分類基本調査』

栃木県教育委員会 1997『栃木県埋蔵文化財地図』

芳賀町教育委員会 1999『芳賀町遺跡分布調査報告書』

宇都宮市教育委員会 1997『宇都宮市遺跡地図』

芳賀町史編さん委員会 2001『芳賀町史』資料編考古

真岡市史編さん委員会 1984『真岡市史』第１巻考古資料編

芳賀町教育委員会 1994『栃木県芳賀町免の内台遺跡』

栃木県教育委員会 1993『免の内台遺跡』

栃木県教育委員会 1979『井頭遺跡』

No. 遺跡名 時代 種別 No. 遺跡名 時代 種別
1 箸塚遺跡 縄文・古墳～平安 集落跡 46 並塚遺跡 古墳・奈良 集落跡
2 下原遺跡 縄文・古墳～平安 集落跡 47 シドミ久保遺跡 縄文・古墳 集落跡
3 土塔塚 近世以降 高塚 48 東田遺跡 奈良 集落跡
4 別所台古墳群 古墳 古墳　円墳 10 基 49 東田遺跡 縄文 集落跡
5 免の内台 縄文・古墳～平安 集落跡 50 中極高塚群 江戸 高塚
6 梨の木原遺跡 縄文・古墳～平安 集落跡 51 西原庚申塚群 江戸 庚申塚
7 後久保遺跡 縄文～平安 集落跡 52 夕顔内遺跡 縄文・奈良 集落跡
8 後久保古墳 古墳 古墳　前方後円墳 53 根本内遺跡 奈良・平安 集落跡
9 藤山古墳群 古墳 古墳　前方後円墳 1基・円墳 4基 54 草倉坂下遺跡 縄文 集落跡
10 五斗蒔遺跡 縄文・古墳～平安 集落跡 55 千波稲荷神社古墳 古墳 古墳
11 谷近台遺跡 古墳 集落跡 56 小松原遺跡 古墳 集落跡
12 谷近台古墳群 古墳 古墳　円墳 6基 57 妙音寺高塚群 江戸 高塚
13 舟戸台北遺跡 当遺跡 集落跡 58 小松原北遺跡 奈良・平安 集落跡
14 舟戸台古墳群 古墳 古墳　円墳 2基 59 中台遺跡 古墳 集落跡
15 ジャンボ塚西遺跡 古墳・奈良・平安 集落跡 60 東中台遺跡 奈良・平安 集落跡
16 太閤塚古墳群 古墳 古墳　円墳 4基 61 中台東古墳 古墳 古墳
17 双六台遺跡 古墳・奈良・平安 集落跡 62 中台東遺跡 古墳 古墳
18 中峯遺跡 縄文～平安 集落跡 63 中台西遺跡 弥生・奈良 集落跡
19 中峯古墳群 古墳 古墳　前方後円墳 64 中台高塚 江戸 高塚
20 亀の子塚古墳 古墳 古墳　前方後円墳　県指定 65 おひじり塚古墳 古墳 古墳
21 京泉シトミ原古墳群 古墳 古墳　鶏塚古墳県指定　円墳 8基 66 臼内遺跡 縄文・奈良 集落跡
22 堂法田遺跡 奈良・平安 推定芳賀郡衙　県指定 67 免の内台遺跡 縄文・古墳 集落跡
23 大内廃寺 奈良・平安 寺院跡　県指定 68 氷室中ノ島遺跡 縄文・奈良 集落跡
24 箕輪前遺跡 古墳 集落跡 69 氷室中ノ島北遺跡 奈良・平安 集落跡
25 吹上遺跡 古墳 集落跡 70 五味内古墳 古墳 古墳
26 井頭遺跡 奈良・平安 集落跡 71 五味内遺跡 奈良 集落跡
27 塚原遺跡 縄文 散布地 72 鐺山東原遺跡 縄文・古墳 集落跡
28 宇都宮大学農学部付属農場内遺跡 旧石器・縄文～平安 散布地 73 千波ヶ原遺跡 縄文・古墳 集落跡
29 北原遺跡 古墳 集落跡 74 竹下遺跡 縄文・古墳 集落跡
30 勝瓜南原古墳群 古墳 古墳　前方後円墳 75 飛山城跡 室町 城館跡
31 下山上遺跡 縄文・平安 集落跡 76 竹下浅間山古墳 古墳 古墳
32 川曽内遺跡 弥生 散布地 77 同慶寺館跡 室町 城館跡
33 無宗古墳群 古墳 古墳　円墳 2基 78 山之内遺跡 奈良・平安 集落跡
34 下原古墳 古墳 古墳 79 どどづか高塚 江戸 高塚
35 下西原遺跡 縄文・奈良 集落跡 80 大塚古墳 古墳 集落跡
36 鳥井戸遺跡 縄文 集落跡 81 大塚古墳 古墳 古墳
37 下上遺跡 縄文・奈良・平安 集落跡 82 赤高地遺跡 縄文・古墳 城館跡
38 東原遺跡 縄文 集落跡 83 野高谷北台遺跡 縄文・古墳 集落跡
39 坂下遺跡 古墳・奈良・平安 集落跡 84 野高谷東原遺跡 古墳 集落跡
40 鷺内ノ上遺跡 縄文・奈良 集落跡 85 薬師堂遺跡 中世～近世 集落跡・墓地跡
41 坂下遺跡 古墳 古墳 86 刈沼向原遺跡 縄文・古墳 集落跡
42 西向遺跡 縄文・奈良・平安 集落跡 87 向原遺跡 奈良・平安 集落跡
43 上籠谷笹塚古墳 古墳 古墳 88 淡路城跡 室町 城館跡
44 上籠谷和尚塚 江戸 高塚 89 東沢遺跡 古墳 集落跡
45 小泉庚申塚 江戸 庚申塚 90 鎮守森西遺跡 縄文・奈良 集落跡

第１節　地理的環境
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第 2 節　歴史的環境

舟戸台北遺跡の所在する芳賀町は、東側は市貝町、西側は宇都宮市、南川は真岡市、北側は高根沢町と接

する地域である。本遺跡は立地する宝積寺台地は、東側に野元川が南流し、南方約 3.4 ㎞の地点で五行川と

合流し、やがて小貝川、利根川へと流れ込む。この台地上には数多くの遺跡が分布し、芳賀町免の内台遺跡

のように縄文時代から奈良・平安時代の長期に及ぶ、人々の生活の営みを伺い知ることのできる遺跡もある。

本遺跡と接する宝積寺台地上の遺跡群を中心に、時代ごとに記述し歴史環境の一端について触れることとす

る。

縄文時代　発掘調査の行われた縄文時代の遺跡としては、台地の東縁に免の内遺跡、台地の西縁に宇都宮

市竹下遺跡（73）などがあげられる。1986 年から 1989 年にかけて発掘調査を実施した免の内台遺跡では、中

期の阿玉台式期から加曽利EⅡ式期にかけての竪穴住居跡 7軒、土坑 203 基が確認された。竹下遺跡では、9

回の発掘調査が行われ、中期から後期にかけての大規模な集落である事が判明しています。竪穴住居跡の他

に袋状土坑も多数検出されている。また、周辺の遺跡として、芳賀町下原遺跡、梨の木原遺跡、後久保遺跡、

五斗蒔遺跡、中峯遺跡などがあげられる。

弥生時代　弥生時代の遺跡は県内の同時期と同様に僅少である。本遺跡に隣接しても少なく、免の内台遺

跡の発掘調査で中期の再葬墓が検出されている。

古墳時代（集落）　古墳時代の集落としては、北方約 1.2 ㎞に芳賀町谷近台遺跡が所在する。1975 年に芳

賀町教育委員会により発掘調査が実施され、古墳時代前期の竪穴住居跡 7軒を検出した。竪穴住居跡内より

S字口縁甕や単口縁甕など古墳時代前期の遺物が出土した代表的な遺跡である。また、免の内台遺跡からは、

古墳時代中期から後期にかけての竪穴住居跡 23 軒を検出した。　

古墳時代（古墳）　宝積寺台地上には幾つかの古墳が群在する。一番近距離に所在するのは、芳賀町谷近台

古墳群である。円墳 6基が所在し、1974 年にそのうちの 1基の剣塚古墳を芳賀町が発掘調査を実施した。内

部主体の箱式石棺より鉄剣、鉄鏃が出土し、６世紀前半の時期に比定できる。この古墳の北約 2.4 ㎞の位置

に芳賀町藤本古墳群がある。前方後円墳 1基、円墳 4基が存在する。前方後円墳は全長 49.5m を測る。また、

当遺跡から南に約 2㎞には全長 56mの前方後円墳の亀の子塚古墳がある。県指定史跡であるが未調査のため

詳細については不明である。本遺跡の立地する宝積寺台地上に位置する古墳群は、集落と同様に台地縁辺に

構築した様相が窺える。一方、当遺跡から南南東約 4.8 ㎞の五行川低地には、鶏型形象埴輪が出土したことで

知られる鶏塚古墳の所在する京泉シトミ原古墳群がある。

奈良・平安時代　奈良・平安時代の遺跡としては、免の内遺跡では奈良から平安時代にかけての竪穴住居

跡が 70 軒検出した。また、本遺跡南方約 3.8 ㎞に位置する井頭遺跡があげられる。本遺跡と同様に宝積寺台

地上にのっており、1971 年から 1974 年までの発掘調査により大規模集落を検出した。

一方、五行川低地では、当遺跡から南南東約 6㎞に推定芳賀郡衙とされる堂法田遺跡と寺院跡の大内廃寺

跡がある。

第２章　遺跡の環境
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第 3 章　発見された遺構と遺物

第 1節	 調査の概要

舟戸台北遺跡の発掘調査は、国道 123 号の拡幅工事に伴うもので、道路に沿って調査を行ったため、道路

を挟んで細長い調査区となった。1区は、国道の北側に位置する。全長約 67m、幅 6.5m から 2.0m の範囲を

調査した。調査区の北西側に SD-01、SI-02 が、南東側に SK-04、SD-05 が検出された。2区は 1区の道路を挟

んで南側に位置する。全長約 60m、幅 8.0m から 6.0m の範囲を調査した。調査区の北西側に SK-09、調査区

北西から中央にかけて SD-06、07、08 と SK-10 が、調査区南東側に SD-11、12 が検出された。3区は 2区の

道路に沿った南東に位置する。全長約 60m、幅 12.0m から 10.0m の範囲を調査したが、南東側の一部が住宅

跡であったため、住宅の基礎などによる攪乱があり、調査が出来なかった。調査区の北西側に SD-13、14 が、

調査区中央に SK-15、16 が検出され、調査区南東側で SD-17 から SD-28 の 9 基の土坑などがまとまって検出

できた。4区は 3区の南東に位置する。全長約 70m、幅 20.0m から 15.0m の範囲を調査した。遺構は調査区

の北西に SI-24、25、SK-26 が検出できたが、調査区中央から南東にかけては耕作等で削平を受けており、遺

構は検出できなかった。

今回の調査で確認できた遺構数は、竪穴住居跡 3軒、溝跡 9条、土坑 16 基、小ピット 5基である。以下に

遺構毎に概要をのべたい。

第 2 節	 竪穴住居跡
　

竪穴住居跡は 3軒検出された。

SI-02（遺構：第 7、9図・図版三、四）

位置　1区：D-3 グリッド。重複関係　北東側が SD-01 と重複している。SI-02 が古い。規模と形状　西側

は調査区外のため全容については不明である。南北約 3.5m、深さ約 0.35m である。覆土　自然埋没の過程が

観察できた。その他　カマド、柱穴、貯蔵穴は検出できなかった。また、遺物は須恵器の坏の小片が 2点出

土したのみである。

SI-24（遺構：第 8、10 図・図版一、二、三　遺物：第 16、17 図・第 2表・図版五、六）

位置　4区：K-14、15 グリッド。規模と形状　東西約 4.8m、南北約 4.3m、カマドを含めた南北約 4.7m、

深さ約 0.7mで、東西に若干長い長方形である。主軸N–10° –E。覆土　自然埋没の過程が観察できた。カマ

ド　北壁の中央より若干東に位置する。長さ 1.25m、幅 1.1m である。両袖とも芯に土師器の甕を、東袖には

瓦を使用している。床面　貼床が確認できた。出土遺物　須恵器坏 2点、土師器甕 5点、瓦 1点が図示できた。

1は須恵器の坏で、住居跡中央から南壁に近く、床面より 10 ㎝の位置から出土している。産地は、その特

徴から益子古窯跡群の窯跡で、8世紀後半の時期が考えられる。2は須恵器の坏で、カマドのほぼ中央の底面

から出土している。内側に漆と考えられる付着物があった。産地は、その特徴から益子古窯跡群の窯跡で、8

世紀後半の時期が考えられる。3は丸瓦で、カマド東袖内から出土した。中央部分が残り、両端が破損してい

る。裏面には布目が施され、作りが丁寧である。4は土師器の甕で、カマド西袖から 5の土器と一緒に出土し

た。5はカマド西袖から出土した。6はカマドの前と南壁に近い位置から出土したものが接合できた。7はカ

マドの両袖から出土した。8は覆土中から出土している。これらの甕はその特徴から 8世紀後半の時期が考え

第１節　調査の概要
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第 7図　1 区・2区遺構配置図

られる。その他　柱穴は検出できなかった。

SI-25（遺構：第 8、10 図・図版一、二、三　遺物：第 17 図・第 2表・図版六）

位置　4区：K-13グリッド。規模と形状　東西約2.9m、南北約3.0m、カマドを含めた南北約3.5m、深さ約0.35m

で、ほぼ正方形である。主軸N–17° –E。覆土　ロームブロックが多く、不自然な堆積であることから、人

為的な埋め戻しと考えられる。カマド　北壁のほぼ中央に位置している。袖は残存していないが、東側に若

干白色粘土が見られた。床面　貼床が確認できた。出土遺物　土師器の甕 1点が図示できた。カマドの前と

西側北壁の近くから出土した。その特徴から 8世紀後半の時期が考えられる。その他　壁溝が北壁側と西壁

第 2節　竪穴住居跡
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第 8図　3 区・4区遺構配置図

中央の一部分を除いて巡っている。壁溝の深さは約 10 ㎝である。また、柱穴は検出できなかった。

第 3 節	 溝跡

SD-01（遺構：第 7、11 図・図版四）

位置　1区：B-1、C-1・2、C-3、D-3 グリッド。規模と形状　南北ともに調査区外のため全容は不明である。

調査区内で検出できた長さ 31m、幅 0.5 ～ 0.8m 前後、深さ 0.06m である。断面の形状は皿状を呈する。底面

第３章　発見された遺構と遺物
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SI-25
第  1 層：暗褐色土層　
　　　　  ローム粒子を多量に、ロームブロックを含む
第  2 層：黒褐色土層　
              ローム粒子を多量に、ロームブロックを少量含む
第  3 層：暗褐色土層
　　　　  ローム粒子を多く、ロームブロックを少量含む
第  4 層：暗褐色土層
              ローム粒子を多く、ロームブロックを含む
第  5 層：暗褐色土層
　　　　  ローム粒子を多量に、ロームブロックを含む
第  6 層：暗褐色土層
　　　　  ローム粒子を多量に、ロームブロックを多く含む
第  7 層：暗褐色土層
　　　　  ローム粒子、ロームブロックを多量に含む
第  8 層：黒褐色土層
　　　　  ローム粒子、ロームブロックを少量含む
第  9 層：暗褐色土層
　　　　  ローム粒子を多量に、ロームブロックを少量含む
第 10層：暗褐色土層
　　　　   暗黄色土を少量、ローム粒子を若干含む
第 11層：暗褐色土層
　　　　   ローム粒子を多く、ロームブロックを少量含む
第 12層：暗灰褐色土層
　　　　   白色砂粒を微量に含む
第 13層：暗灰褐色土層
　　　　   ロームブロックを含む
第 14層：黒褐色土層
　　　　   ロームブロックを多量に含む（貼床）

SI-02　
第 1層：黒褐色土層　
　　　　今市パミスを微量に、ローム粒子を若干含む
第 2層：褐色土層　   
　　　　今市パミスを微量に、ローム粒子を含む
第 3層：黒褐色土層　
　　　　ローム粒子をやや多く含む
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第 10図　遺構実測図（2）
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   第  1 層：黒褐色土層　ローム粒子、白色砂粒を少量含む
　第  2 層：黒褐色土層　ローム粒子を多く、ロームブロックを少量含む
   第  3 層：暗褐色土層　ローム粒子を多く、ロームブロックを少量含む
   第  4 層：黒褐色土層　ローム粒子、白色砂粒を微量に含む
   第  5 層：暗褐色土層　ローム粒子を多く、ロームブロックを少し含む
　第  6 層：黒褐色土層　ロームブロックを多量に含む
　第  7 層：暗褐色土層　ローム粒子を多く含む
   第  8 層：暗褐色土層　ローム粒子を微量に含む
   第  9 層：褐色土層　　1㎜前後のローム粒をやや多く、1～2㎜の焼土粒を若干含む

SP.1 SP.2

SP.3
SP.4

SP.1 SP.2

SP.3
SP.4

109.9m

109.9m
・1

・・

・

6

・

2

・
・・
・

4

7

5 ・

3

No.20

   第 10 層：黒褐色土層　1㎜前後の焼土粒を少し、灰白色粘土を全体的に含む
   第 11層：暗灰白色土層　灰白色粘土を多く、5～10㎜の焼土粒をやや多く含む
   第 12層：褐色土層　　1㎜前後のローム粒をやや多く含む
   第 13層：赤褐色土層　焼けたローム土層
   第 14層：黄褐色土層　ローム粒を多量に含む
   第 15層：暗灰白色土層　灰白色粘土を多く、2～5㎜の焼土粒を少し含む
   第 16層：褐色土層　　焼土粒をやや多く含む
   第 17層：黒褐色土層　ローム粒子、ローム粒を多く含み、固くしまる（貼床）

0 2m1/60

　固く締まっている。覆土　自然堆積。出土遺物　なし。重複関係　SI-02 と重複している。SI-02 が古い。

SD-05（遺構：第 7、12 図）

位置　1区：F-5 グリッド。規模と形状　南北ともに調査区外のため全容は不明である。調査区内で検出で

きた長さ約 2m、幅 0.3 ～ 0.5m、深さ 0.4 ～ 0.5m で前後ある。断面の形状は皿状を呈する。覆土　自然堆積。

出土遺物　なし。

SD-06（遺構：第 7、12、13 図・図版四）

位置　2区：B-3、B-4、C-4 グリッド。規模と形状　両端ともに調査区外のため全容については不明であるが、

第３章　発見された遺構と遺物
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X=58200
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SD-01

SK-03

・

・
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・
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L=111.0m
SP.5 SP.6

SP.5

SP.6

1

P-1

0 2m

第 1層：黒色土層　2～3㎜の今市パミス若干含む

第 1層：黒褐色土層　ローム粒子を微量に含む

第 1層：黒褐色土層

　　　　1㎜前後の今市パミスを若干、1～2㎜のローム粒を少し含む

C-1

D-2

1 区

1/80

1 区

第 11図　遺構実測図（3）
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第 12図　遺構実測図（4）
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21

B-3

C-4

第 1 層：黒褐色土層　ローム粒、今市パミスを微量に含む

第 2層：黒褐色土層　1㎜前後のローム粒を少量含む

第 3層：黒褐色土層　ローム粒、ローム粒子を多く含む

第 4層：黒褐色土層　ローム粒、ローム粒子、5㎜前後の

　　　　　　　　　　ロームブロックを若干含む

第 5層：黒褐色土層　ローム粒子を若干含む

第 1層：黒褐色土層　ローム粒子を含む

第 1層：黒褐色土層　

　　　　ロームブロックを少量含む

第 1層：黒褐色土層　ローム粒子を含む

第 2層：黒褐色土層　ローム粒子を多く含む

第 3層：黒褐色土層　ローム粒子を少量含む

第 1層：暗褐色土層　白色粒子を含む

第 2層：黒褐色土層　ローム粒子を少量含む

1/80
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第 13図　遺構実測図（5）
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23 4
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SD-11

第 1 層：暗褐色土層　暗灰褐色土を含む

第 2層：暗褐色土層　白色粒子を少量含む

第 3層：暗褐色土層　ローム粒子を少量含む

SD-12

第 1 層：黒褐色土層　ローム粒子を若干含む

第 2層：黒褐色土層　ローム粒子を含む

第 3層：黒褐色土層　ローム粒子、ロームブロックを少量

第 4層：黒褐色土層　ロームブロックを多量に含む
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第 14図　遺構実測図（6）
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0 2m

第 1層：黒褐色土層　ローム粒子を若干含む

第 1層：黒褐色土層　ローム粒子を若干含む 

第 1層：黒褐色土層　ローム粒子を若干含む

第 1層：黒褐色土層　ローム粒子をやや多く含む
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12
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2

1

SK-17　第 1層：黒褐色土層　ローム粒子を若干含む

SK-20　第 1層：黒褐色土層　ローム粒子を若干含む 

　　　  第 2 層：黒褐色土層　1㎜前後のローム粒をやや多く、10～20 ㎜の

                                                           ロームブロックを微量に含む

               第 3 層：黒褐色土層　1㎜前後のローム粒を少し含む

SK-21　第 1層：黒褐色土層　5～20 ㎜のロームブロックをやや多く含む

　　　  第 2 層：黒褐色土層　10 ㎜前後のロームブロックを少し含む

SK-23　第 1層：黒褐色土層　1～2㎜のローム粒を若干含む

SK-29

SK-27　第 1層：黒褐色土層　5～20 ㎜のロームブロックをやや多く含む

SK-29　第 2層：黒褐色土層　1～10 ㎜のローム粒、ロームブロックをやや多く含む

SK-28　第 1層：黒褐色土層　1～2㎜のローム粒を若干含む

SK-26　第 1層：黒褐色土層　ローム粒子を若干含む 

　　　  第 2 層：黒褐色土層　1㎜前後のローム粒をやや多く含む

SK-27

K-13

J-12

1/80

3 区

4 区

第 15図　遺構実測図（7）
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第 16図　遺物実測図（1）

SI-24-1

SI-24-3

SI-24-2

0 10 ㎝1/4

途中でおおよそ直角に曲がっている。長さ約19m、0.7～1.0m、深さ約0.2mである。断面の形状は皿状を呈する。

覆土　自然堆積。出土遺物　なし。重複関係　南側が SD-07 と重複している。SD-06 が新しい。

SD-07（遺構：第 7、12、13 図、図版四）

位置　2区：B-4、C-5・C-4・D-5 グリッド。規模と形状　北東側は調査区外のため全容については不明である。

SD-06 と同様に、途中で直角に曲がっている。長さ約 32m、幅 0.7 ～ 1.2m、深さ約 031mである。断面の形状

は皿状を呈する。覆土　自然堆積。出土遺物　なし。

SD-08（遺構：第 7、12、13 図・図版四）

位置　2区：B-4、C-5・C-4・D-5グリッド。規模と形状　両端ともに調査区外のため全容については不明である。

途中で一旦途切れるが、続いていると考えられる。SD-06・SD-07 と同様に、途中で直角に曲がっている。長

さ約24.5m、幅0.3～ 0.6m、深さ約0.1mである。断面の形状は皿状を呈する。覆土　自然堆積。出土遺物　なし。

SD-11（遺構：第 7、13 図、図版四）

位置　2区：E-7 グリッド。規模と形状　両端ともに調査区外のため全容については不明である。長さ約

4m、深さ約 0.2mである。断面の形状は皿状を呈する。覆土　自然堆積。出土遺物　なし。

SD-12（遺構：第 7、13 図、図版四）

位置　2区：E-6・E-7 グリッド。規模と形状　西側は調査区外のため全容については不明である。長さ約

第３章　発見された遺構と遺物
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第 17図　遺物実測図（2）
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12m、幅約 2m、深さ約 0.7m である。他の溝と比較して幅も広く深い。断面の形状は逆台形である。覆土　

自然堆積。出土遺物　なし。

SD-13（遺構：第 8、14 図）

位置　3区：G-8 グリッド。規模と形状　両端ともに調査区外のため全容については不明である。長さ 2.0m、

幅 0.5m、深さ 0.20mである。底面　皿状である。覆土　自然堆積。

SD-14（遺構：第 8、14 図）

位置　3区：F-8・9 グリッド。規模と形状　両端ともに調査区外のため全容については不明である。長さ

25.3m、幅 0.50mから 0.90m、深さ 0.10mである。底面　皿状である。覆土　自然堆積。

第 4 節	 土坑

SK-03（遺構：第 7、11 図）

位置　1 区：B-11 グリッド。規模と形状　長径 0.95m、短径 0.8m、深さ 0.07m。南北に長い楕円形。覆土　

自然堆積。

SK-04（遺構：第 7、11 図）

位置　1区：F-5 グリッド。規模と形状　長径 1.0m、短径 0.8m、深さ 0.85m。南北に長い楕円形。底面　南

第 2表　出土遺物観察表

No.
種類 計測値（㎝） 色調

（内 /外）
胎土 焼成 残存率

技法
出土位置 備考

機種 （　）復元値［　］残存値 内面 外面
24-1 須恵器 口 ( 14.8	 ) 10Y7/1 砂粒・白色砂粒 口縁部 1/5 残 口

ナデ
床上 10 ㎝ 底部ヘラ記号

坏 底 9.0	 灰白 灰白 多　　小礫微量 良好 体部・底部 体 ナデ
高 3.8	 10Y7/1 1/3 欠 底 回転糸切り

24-2 須恵器 口 14.1	 N5/0 砂粒・白色砂粒 口縁部・体部 口
ナデ

カマド 内面付着物
坏 底 8.6	 灰 灰 多 良好 1/3 欠 体 ナデ

高 4.0	 N5/0 底 回転糸切り
24-3 瓦

幅
15.0	 N5/1 砂粒・白色砂粒

丸瓦 ～ 灰 多 縦方向ヘラ削り カマド袖
15.8	 小礫少量 良好 両端部欠損 布目 後横方向ナデ

高
6.0	 端部ヘラ削り
～ 褐灰
6.9	 7.5YR6/1

24-4 土師器 口 ( 24.8	 ) 7.5YR6/6 砂粒・白色砂粒 口縁部・体部 口 ヨコナデ ヨコナデ カマド袖
甕 底 ー 橙 橙 多 良好 1/4 残 体 ヨコナデ ヘラケズリ→ヘラミガキ

高 ［ 28.0	 ］ 7.5YR6/6 底
24-5 土師器 口 ( 24.8	 ) 5YR5/8 砂粒・白色砂粒 口縁部 1/5 残 口 ヨコナデ ヨコナデ カマド袖

甕 底 ー 明赤褐 明赤褐 多 良好 体部 1/3 残 体 ヨコナデ ヘラケズリ→ヘラミガキ
高 ［ 30.8	 5YR5/8 底

24-6 土師器 口 ( 26.0	 ) 5YR4/8 砂粒・白色砂粒 口縁部・体部 口 ヨコナデ ヨコナデ カマド・南壁
近く床上 5㎝甕 底 ー 赤褐 赤褐 多 良好 1/4 残 体 ヨコナデ ケズリ

高 14.0	 ］ 5YR4/8 底
24-7 土師器 口 ( 22.0	 ) 5YR5/6 砂粒・白色砂粒 口縁部・体部 口 ヨコナデ ヨコナデ カマド袖

甕 底 ー 橙 赤 多 良好 1/3 残 体 ナデ ケズリ
高 ［ 22.6	 ］ 10R5/8 底

24-8 土師器 口 ( 22.0	 ) 2.5YR5/8 砂粒・白色砂粒 口縁部・体部 口 ヨコナデ ヨコナデ カマド袖
甕 底 ー 明赤褐 明赤褐 多 良好 1/4 残 体 ナデ ケズリ

高 ［ 21.0	 ］ 2.5YR5/8 底
25-1 土師器 口 ( 19.0	 ) 7.5YR6/4 砂粒・白色砂粒 口縁部 1/5 残 口 ヨコナデ ナデ カマド前床上

甕 底 7.4	 にぶい橙 褐 多 良好 体部 1/3 欠 体 ケズリ ナデ 22 ㎝
高 33.2	 7.5Y4/3 底 ナデ ナデ

遺構外 カワラケ 口 5.0	 5YR6/6 微細な砂粒 口 ヨコナデ 2区
皿 底 3.1	 橙 橙 良好 完形 体 ヨコナデ

高 0.8	 5YR6/6 底 ナデ

｝
｝

｝

｝
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側に段を持つ、確認面から段までの深さ 0.5m。覆土　自然堆積。

SK-09（遺構：第 7、12 図）

位置　2区：B-3 グリッド。規模と形状　長径 0.85m、短径 0.70m、深さ約 0.15m。長方形。覆土　自然堆積。

SK-10（遺構：第 7、12 図）

位置　2区：B-5 グリッド。規模と形状　長径 1.1m、短径 0.80m、深さ約 0.80m。楕円形。覆土　自然堆積。

SK-15（遺構：第 8、14 図）

位置　3区：G-10グリッド。規模と形状　径0.55m、深さ0.20m。半分が調査区外であるが、円形と考えられる。

覆土　自然堆積。

SK-16（遺構：第 8、14 図）

位置　3区：G-10 グリッド。規模と形状　0.80 径 m、深さ 0.30m。覆土　自然堆積。

SK-17（遺構：第 8、15 図）

位置　3区：I-12 グリッド。規模と形状　径 0.80m、深さ 0.30m。円形。覆土　人為的埋め戻し。

SK-18（遺構：第 8、15 図）

位置　3区：I-13 グリッド。規模と形状　径 0.70m、深さ 0.15m。北側が SK-21 と重複しているが、円形と

考えられる。新旧関係は土層の観察では明確に分層できなかったため不明である。SK-21 と同時期に使用され

たと考えられる。覆土　自然堆積。

SK-19（遺構：第 8、15 図）

位置　3区：I-13 グリッド。規模と形状　径 0.90m、深さ 0.20m。南側が SK-20 と重複している . 新旧関係

は不明である。

SK-20（遺構：第 8、15 図）

位置　3区：I-13 グリッド。規模と形状　長径 1.20m、短径 0.70m、深さ 0.30m。長方形。覆土　自然堆積。

東側に別の小ピットが掘られていた。

SK-21（遺構：第 8、15 図）

位置　3区：I-12 グリッド。規模と形状　長径 0.80m、短径 0.70m、深さ 0.25m。長方形。覆土　自然堆積。

SK-22（遺構：第 8、15 図）

位置　3区：J-12グリッド。規模と形状　長径1.10m、短径0.90m、深さ0.10m。楕円形。覆土　人為的埋め戻し。

重複関係　北側が SK-27 と重複している。SK-27 が新しい。

SK-23（遺構：第 8、15 図）

位置　3区：J-12 グリッド。規模と形状　径 0.65m、深さ 0.20m。円形。覆土　自然堆積。重複関係　東側

が P-5 と重複しているが、新旧関係は不明である。

SK-26（遺構：第 8、15 図）

位置　4区：K-13 グリッド。規模と形状　北側、東側ともに調査区外のため形状は不明である。調査が出

来た東西長 0.70m、南北長 0.30m、深さ 0.35m。覆土　自然堆積。

SK-27（遺構：第 8、15 図）

位置　3 区：J-12 グリッド。規模と形状　径 0.70m、深さ 0.15m。円形。覆土　自然堆積。

SK-28（遺構：第 8、15 図）

位置　1区：グリッド。規模と形状　径 0.55m、深さ 0.1m。円形。覆土　自然堆積。

P-2（遺構：第 8、15 図）

第４節　土坑
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位置　3区：J-12 グリッド。規模と形状　径 0.2m、深さ 0.1m。円形。覆土　自然堆積。

P-3（遺構：第 8、15 図）

位置　3区：J-13 グリッド。規模と形状　径 0.3m、深さ 0.1m。円形。覆土　自然堆積。

P-4（遺構：第 8、15 図）

位置　3区：J-13 グリッド。規模と形状　径 0.3m、深さ 0.1m。円形。覆土　自然堆積。

P-5（遺構：第 8、15 図）

位置　3区：J-12 グリッド。規模と形状　径 0.4m、深さ 0.1m。円形。覆土　自然堆積。

第 5 節	 その他の遺物

遺構外から出土した遺物のうち、2区から出土したカワラケが 1点図示でき

た。直径 5㎝、器高 0.8 ㎝と小型で薄い。底部には回転糸きり痕が残り、焼成

後に内側から外側に孔があけられている。灯明皿のロウソクを立てるための

釘孔と考えられる。

第 4 章　まとめ

発掘調査は限られた範囲ではあるが、3軒の竪穴住居跡の他、溝や土坑などを検出することができた。調

査区に隣接して栃木県教育委員会事務局文化財課で実施した立ち会い調査においても竪穴住居跡が 2軒検出

されている。この 2軒は耕作による削平のため、残りがよくなかったが、土師器の甕の破片が出土している。

SI-24 と同時期の甕と考えられる。このことから、舟戸台北遺跡では、遺構の密度は薄いものの、ある程度の

範囲で集落が営まれていた事が確認できた。

竪穴住居跡のうち、1軒は大部分が調査区外のため詳細は不明で遺物の出土も須恵器の小片のみであったが、

他の 2軒は遺構全体を掘り上げることができ、遺物の出土もあった。SI-24 では須恵器の坏が 2点出来たが、

他に小片であるが数点出土している。須恵器の産地は同じ芳賀郡内であり、益子町益子古窯跡群の窯跡で焼

かれたものが大部分を占めるが、茨城県水戸市木葉下窯跡群で焼かれたと考えられる須恵器の坏も出土して

おり、当時の流通の一端が伺い知る事が出来た。

また、SI-24 からは瓦が出土している。このような瓦の出土例は、当遺跡から南に約 3.8 ㎞に位置する井頭

遺跡でも見られる。この時期に瓦を使用した建物が存在し、同じ芳賀郡内であることから、当遺跡から南南

東約 6㎞に所在する大内廃寺跡、もしくは、堂法田遺跡から運ばれたと考えられる。
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第 18図　遺構外遺物実測図
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SI-24　完掘状況（南から）

SI-24　完掘状況（南から）
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SI-24　東西セクション（南から）

SI-24　遺物出土状況（南から）

SI-24　カマド遺物出土状況（南西から）

SI-24　カマド袖遺物出土状況（南から）

SI-24　南北セクション（西から）

SI-24　カマド遺物出土状況（南から）

SI-24　カマド遺物出土状況（南東から）

SI-24　カマド掘方状況（南から）
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SI-25 東西セクション（南から）

SI-25　遺物出土状況（南から）

SI-24 遺構調査風景（南西から）

SI-02　南北セクション（東から）

SI-25 南北セクション（西から）

SI-25 カマド遺物出土状況（南から）

SI-25 遺構調査風景（北から）

SI-02　東西セクション（北から）
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SI-02　完掘状況（東から）

SD-01 完掘状況（北西から）

SD-06・07・08完掘状況（北西から）

SD-11・12　完掘状況（南東から）

SD-01・SI-02　完掘状況（南東から）

SD-06・07・08完掘状況（南東から）

SD-11・12　調査風景（南東から）

SD-12　東西セクション（北西から）
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基本土層
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要　約

　奈良から平安時代にかけての時代の遺跡である。
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平安時代の遺構・遺物の検出が出来、遺跡の一端を知ることができた。
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